
平成21年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

平成21年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

平成21年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日) 

平成21年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

修正の理由 

(1)第2四半期累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日）
 

 第2四半期累計期間の業績は、貴金属リサイクル原料の集荷が概ね好調を維持し、金、銀、プラチナ、パラジウムの販売単価も前年同
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業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    

最近の業績動向を踏まえ、平成20年8月7日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 110,000 5,800 6,000 3,600 125.11

今回発表予想(B) 110,000 5,400 5,400 3,200 111.22

増減額(B-A) ― △400 △600 △400 ―――

増減率(%) ― △6.9 △10.0 △11.1 ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

92,434 4,647 4,764 2,945 112.62

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 217,000 10,000 10,200 6,100 211.99

今回発表予想(B) 200,000 7,200 7,200 4,300 149.45

増減額(B-A) △17,000 △2,800 △3,000 △1,800 ―――

増減率(%) △7.8 △28.0 △29.4 △29.5 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

194,795 9,088 8,863 5,286 202.10

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 107,500 5,600 5,700 3,400 118.16

今回発表予想(B) 108,000 5,000 5,000 3,000 104.26

増減額(B-A) 500 △600 △700 △400 ―――

増減率(%) 0.5 △10.7 △12.3 △11.8 ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

90,902 4,393 4,526 2,732 104.45

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 210,000 9,100 9,100 5,400 187.66

今回発表予想(B) 193,000 6,400 6,400 3,800 132.07

増減額(B-A) △17,000 △2,700 △2,700 △1,600 ―――

増減率(%) △8.1 △29.7 △29.7 △29.6 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

190,492 8,199 8,070 4,720 180.43
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期を上回ったことから、貴金属関連事業の売上が前回予想の水準をほぼ達成できる見込みであること、また、食品関連事業においても、

鶏肉相場の下落などの業績悪化要因があったものの売上は前回予想を上回る見込みであることから、連結売上は前回予想の水準となる

見込みであります。 

 しかしながら、9月期末にかけて金属相場が急落したことに伴い、一部の在庫につき簿価切り下げ処理（996百万円の評価損失の計上）

を行うことから営業利益が減少する見込みであるため、第2四半期累計期間の営業利益、経常利益、四半期純利益の予想値を上記の通

り修正いたします。 

 

（2）通期連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 当連結会計年度下期においても、貴金属や非鉄金属相場が下落していること及び半導体・電子部品メーカーをはじめとする製造業の生

産動向が弱含みであることから、貴金属事業における売上減少が避けられないと見られるため、通期連結業績予想を上記の通り修正い

たします。 

 

*平成20年9月1日付で、1株に対し1.1の割合で株式分割を実施しておりますが、平成21年3月期の第2四半期累計期間及び通期の1株当

たり当期純利益は、期首平成20年4月1日に株式分割が行なわれたものと仮定して算出しております。 

*上記の予想は、本資料の発表時における将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後の種々の

要因によって予想数値と異なる場合があります。  

  
以 上
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